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賀文庫）／ i．東京都立中央図書館（諸橋文庫）／ j．内閣文庫／ k．福山誠之館同窓
会／ l．無窮会（平沼文庫）／m．無窮会（神習文庫）／ n．雄松堂景印底本／ 0．早
稲田大学










20 巻首 1 巻　太田全齋撰／文化 5 年刊（1808）　木活字／自筆書入本／ 26.0 × 18.1cm 21
冊／ 110X@610@21（以上、『慶應義塾図書館和漢貴重書目録』134 ページ）16
c．国立国会図書館
巻 5-20 太田方 述 江戸：太田方［ほか］出版年月日等：［文化 5 （1808）］8 冊；26.8 ×
18.0cm 注記：木活字版 四周単辺 有界 毎半葉 9行 20 字 小字双行 版心「韓非子翼毳 （巻数） 
（丁数） 全齋活版」 単魚尾 書名は巻頭による 巻末、版心、題簽も同じ 巻 10 の巻頭書名は「韓
非翼毳」各冊題簽に「三 （～十） 」と墨書あり 刊語の末に「享和元年 江戸藩邸私館福山太







『調査研究報告』（大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館 調査収集事業
部（29）269 ページ）。また平成 15 年 10 月 14 日採取の正宗文庫書目カード（国文学研究資




























卷首、第 1-20 / 太田方 述　著者：太田 全斎、1759-1829、出版者［出版地不明］：［出版者
不明］、出版年：享和元［1801］跋、形態：11 冊；27cm。注記：柱刻：全齋活版、朱書入







a．愛知大学簡齋文庫／ b．大阪大学総合図書館／ c．京都大学文学研究科／ d．国立国
会図書館／ e．静嘉堂文庫（竹添井々舊藏本）／ f．尊經閣文庫／ g．天理大学附属天
理図書館／ h．東京大学総合図書館 1／ i．東京大学総合図書館 2／ j．東京都立中央図
書館（加賀文庫）／ k．東京都立中央図書館（諸橋文庫）／ l．内閣文庫／m．無窮会（神
習文庫）／ n．無窮会（平沼文庫）




20 巻附 1 巻 / 太田方述［書写地不明］：［書写者不明］［書写年不明］6冊；26.4 × 19.0cm　
写本　印記：「關藤文庫之印」20、「百二氏藏書」朱書あり　序、附篇／巻第 1-2 ／巻第 3-4 ／
巻第 5-6 ／巻第 7-8 ／巻第 9-10 ／巻第 11-12 ／巻第 13-14 ／巻第 15-16 ／巻第 17-18 ／巻第
19-20（大阪大学OPACによる）。
c．京都大学文学研究科図書室


























鈔本 10 冊、底本：文化 5 年跋活版、印記：「南葵文庫」、書誌 ID2003190207（東京大学
OPAC）
i．東京大学総合図書館 222
鈔本 6冊、底本：文化 5年跋活版、印記：「南葵文庫」、朱筆書き入れあり、書誌 ID 2003192779
（東京大学OPAC）
j．東京都立中央図書館（加賀文庫）
16 卷　太田方著　写　6冊　大　卷 1、2、9、10 欠（以上、東京都立中央図書館藏　加賀文
庫目録　補訂版　昭和 55 年補訂 37 ページ）
k．東京都立中央図書館（諸橋文庫）






















漢文大系本 第 8 巻 冨山房編輯部編。（服部宇之吉校訂明治 44 年）
これには、改訂版（昭和 48 年）があり、長澤規矩也の解題補訂が付されている。
5．電子本





























































本は、毎半葉 9行 20 字であるのに対し、鈔本のうち、内閣文庫は木活字本と同一、簡齋文










































在する。『慶長以来諸家著述目録　漢学家之部』（明治 27 年（1894）刊）25 には太田方の著
作として
◆ 重訂韓非子翼毳廿六





















































































































◆ 寛政 9年 1792：蒲阪圓、韓非子注釈開始。
◆ 享和 1年 1801：『増読韓非子』（Ａ）完成。ただし閲読に不便。
◆ 日時不詳：「定本韓非子」（Ｂ）完成。ただし刊行せず。
◆ 文化 5年 1808：太田全齋『韓非子翼毳』木活字本刊行
◆ 文化 5年 1808：太田全齋と意気投合。『韓非子翼毳』を受く。
簡齋文庫本『韓非子翼毳』と太田方
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◆ 韓非子翼毳二十卷 日本 太田方 撰 大正四年写抄跋 鈔本
◆ 愛知大学豊橋図書館簡齋文庫所蔵（整理番号：簡子 81）















行格： 木活字本が毎半葉 9行 20 字であるのに対し、簡齋文庫本は毎半葉 10 行、行 18 字。
小字双行。木活字本は、活字本の常として小字双行も文字の高さは大字と同じであり、























































































『墨子』4冊 30 部を木活字で印刷するのに寛政 8年 3 月から寛政 10 年 7 月までかかったと



























































◆ 亀田次郎「太田全齋伝」国学院雑誌 11 巻 2 明治 38 年
◆ 亀田次郎「太田全齋伝補遺」国学院雑誌 11 巻 3 明治 38 年
◆ 亀田次郎「太田全齋伝続補遺」国学院雑誌 17 巻 6 明治 44 年
◆ 福田禄太郎「太田全齋伝」備後史談 5 巻 2-4 昭和 4年
◆ 本城 「太田全齋伝に就きて」国学院雑誌 11 巻 8 明治 38 年
◆ 妹尾啓司「太田全齋」芸備地方史研究 56-57 昭和 40 年
簡齋文庫本『韓非子翼毳』と太田方
― 27 ―









◆ 大沼晴暉「Treasors 秘蔵（113）」三田評論 995　1997-10 慶応義塾大学三田メディア
センター（未見）




中国語言及文學課程哲學博士論文　香港中文大學 2018 年 2 月



















7 星川周太郎著（『切腹三万両』（昭和 17 年東京・近代小説社刊）所収）



































20 幕末の福山藩儒・關藤 藤陰（せきとう とういん）につらなるものか。
21 なお卷 11 の 34 葉裏の左欄外に「文政九年十二月五日」という小字書き込みがある。文政九年は西












25 中根粛治著　明治 27 年　八尾新助刊。のち近世文芸研究叢書所収。












32 『増読韓非子』卷 1第 3葉オモテ第 1行小字注


















42 注 24 参照
43 印刷本のメディアとしての最大の特性が、産出部数ではなく定本確定にあることについては、「書物
の文化史 メディアの変遷と知の枠組み』加藤・木島・山本編（2018 年丸善出版）で論じた。
44 「韓非子校注の影印に際して」（『韓非子校注』解説 1980 年東京・汲古書院刊）。なお長澤は「韓非子
校注は稀覯の書である。静嘉堂文庫で、その自筆本及びその転写本に接して以来、五十余年の各地
訪書中、傳鈔本を見たことがない。」（『静嘉堂文庫漢籍分類目録』では『韓非子校註』の 12 冊セッ
トと 11 冊セットの 2種を著録）と記すが、尊經閣には「韓非子二〇巻／依田利用校注　写　一二冊」
が著録されている。
45 『韓非子翼毳』をはじめとして、『韓非子校注』、『韓非子纂聞』、『韓非子解詁』などの江戸時代の『韓
非子』注釈については、町田三郎「邦人の『韓非子』注」（『江戸の漢学者たち』所収）に注釈傾向
の違い、流布の多寡などをはじめ、要を得た解説がある。
